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フランスで香水産業が最も発達したのがカンヌ湾を臨むグラース市。コート・ダジュールの地中

海性温暖気候に恵まれているため、香水の原料となる植物の栽培に最適。グラースは、古くから

薔薇やラベンダー、ジャスミンなど様々な花が咲き乱れ、天然香料の産地でした。 この恵まれ

た天然資源を利用し、水やアルコールなどの添加物質を使った優れた抽出技術が発達し、グラー

スは世界的に香水の一大産地となりました。 
 
調香師になるにはグラースかパリ近郊にある調香師養成学校で 10 年以上の勉強と訓練を積まね

ばならず、更にプロになるにはどんな微妙な香りの違いも嗅ぎ分けられる天性の才能を持たなけ

ればなりません。（調香の才能は後天的には育たないと言われています。）天然香料から抽出され

た何本もの「パフュームのパイプオルガン」ともいわれる管に入ったそれぞれのエッセンシャル

オイルをかぎ分け、訓練を重ねて次世代の調香師は生まれるのです。 
 
フランスの香水文化はグラースが育てた調香師が支えているといっても過言ではありません。 
近年、グラースにおける香用植物の栽培はだいぶ小規模なものとなりましたが、天然香料の優れ

た抽出技術を誇る企業の多くがこの地に残り、また調香師を輩出するため市をあげてパフューマ

ーの養成教育に注力しています。 
 

見学できますよ。 

  

 

 

フランス美術館・博物館巡り 

http://www.google.fr/imgres?q=grasse+fragonard&start=78&um=1&hl=fr&biw=1280&bih=714&tbm=isch&tbnid=aLq2trMagPjs7M:&imgrefurl=http://members.virtualtourist.com/m/p/m/1c8738/&docid=IdkJnab2sOk_WM&imgurl=http://cache.virtualtourist.com/4/4042619-Fragonard_Grasse_Grasse.jpg&w=658&h=492&ei=Y5b9T4DtEYuamQXEzeyTBQ&zoom=1&iact=hc&vpx=977&vpy=41&dur=1366&hovh=194&hovw=260&tx=129&ty=100&sig=101150338000062731660&page=5&tbnh=148&tbnw=222&ndsp=23&ved=1t:429,r:4,s:78,i:18�

